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論文内容要旨
匿目的還
 腰痛患者においては前屈制限がよく認められ,その一つの病態として脊髄反射を介しての傍脊
 柱筋の緊張亢進が考えられている。このことは腰痛患者の臨床診断上重要であり,日常生活にお
 ける腰部の運動性に関連するため,客観的な評価が望まれていた。一般に筋緊張とは随意運動の
 ない状態で筋を他動的に伸張させた際の抵抗であるとされ,四肢においては痙性や筋緊張の客観
 的な評価が多数試みられているが,いずれも筋収縮時か伸張時の張力の評価であり,静止時の張
 力の測定,特に傍脊柱筋に関する数量的な評価の報告はない。そこで腰痛患者でみられる傍脊柱
 筋の緊張が実際にどのような姿勢で高まるのか,またその本態に関連する筋攣縮を客観的に捉え
 る目的で,筋緊張度を数量的に評価できる筋緊張度測定器(Myotonometer)を用いて,腰痛や
 神経学的所見に関連した傍脊柱筋緊張度を計測し,その病態の把握に努めた。
藍方法奨
 Myotonometerは内外筒をもつ二重構造で,内筒の先端にコイルスプリングと圧迫子が,外
 筒の先端に円盤が付き,測定器を当て押すと広い円盤で皮下脂肪を圧迫し,さらに押すと中央の
 圧迫子がコイルスプリングを介して円盤より突出して深部の筋肉を圧迫し,突出が1cmに及ぶと
 ランプが点灯し,圧迫が数値として表示される。すなわち,一定の深さまで筋肉を凹ませるのに
 要する力を測定することで筋緊張度を表現している。100g単位の重力として表示され3000gま
 で測定可能である。測定部位は第3腰椎棘突起レベルで,両側傍脊柱筋筋腹の最大の所とした。
 腹臥位,左側臥位,右側臥位,立位の順に筋緊張度を左右3回ずつ計測し平均値を記録した。腹
 臥位では上胸部に枕を置き,両上肢でそれを抱え,頭部は正中位とし,立位では楽に起立できる
 姿勢をとらせ,側臥位では股関節60。,膝関節90ロ屈曲位で計測を行った。
鑑対象遡
 男性81,女性67,合計148名,延べ282回の計測で,年齢は13～80歳,平均41.8歳であった。疾
 患別内訳は椎間板ヘルニア99例,脊柱管狭窄症47例,筋筋膜症腰痛症36例,椎間板症27例,変形
 性脊椎症26例,椎間関節症24例の他,分離症,すべり症,骨粗鬆症が含まれる。腰痛の自覚症状
 から右腰痛群,左腰痛群,中央から全体に腰痛のある中央腰痛群の3群を対象とし,腰椎にX
 線像上変化があるが腰痛のない腰痛(一)群を対照とした。また正常群の一部として若年女性20
 名の各体位・前後屈時の筋緊張度を調べた。
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藪結果麹
 正常若年女性での前後屈における緊張度の推移から,この測定値は傍脊柱筋の張力を反映する
 ものと判断した。
 傍脊柱筋緊張度の左右の比較では,すべて総合すると有意水準5%で左側が高く,体位別左右
 の比較でも腹臥位では左側が有意に高く,全般的に左側優位の傾向を認めた。各体位間では立位
 が腹臥位より有意に低く,特に女性で顕著であった。側臥位では下側の筋緊張度が有意に高く,
 正常若年女性も同様であった。年代別推移では男女とも年齢増加に伴い筋緊張度が増加し,男性
 では30歳代まで腹臥位が,50歳代以降は立位が高く,女性では常に腹臥位が立位より高かった。
 年齢層3群の比較では腹臥位での中年層・高年層間以外は高年層ほど有意に高かった。疾患別比
 較では脊柱管狭窄症の方が椎間板ヘルニアと比べ高く,立位で差が大きかった。椎間板ヘルニア
 は腹臥位に比べ立位で低く,脊柱管狭窄症は逆に立位で高い傾向を認めた。前彎減少群は増強群
 と比べ腹臥位で有意に高く,立位でも高い傾向を示した。触診上筋硬結を触れた側は対側と比べ
 筋緊張度が高い傾向を示した。
 腰痛の偏在と筋緊張度との関連は認められず,左右緊張度の和の比較では立位を除き腰痛を有
 する群が(一)群より高い傾向を示した。正常群と腰痛群の若年女性闇の左右の和の比較では,
 腹臥位で腰痛群が有意水準2%で高かった。症状側と非症状側の比較では,腰痛の症状側がやや
 高い傾向を示したが有意差はなく,下肢痛群では腹臥位・立位ともに症状側が高く,腹臥位で有
 意差を認めた。個人の経過を追って腰痛改善に伴う筋緊張度の変化をみると腰痛改善に伴い筋緊
 張度の低下を示し,腹臥位の左右,右側臥位の右側,左側臥位の左右で有意差を認めた。また腰
 痛改善に伴い症状や所見の改善するものが多かった。
匿考察遡
 腰痛の所在と筋緊張度との関連は認めなかったが,下肢痛側との関連が示唆され,また個人の
 経過から腰痛の改善に伴い筋緊張度の有意の低下が認められ,腰痛のある場合何等かの形で傍脊
 柱筋の緊張が亢進するものと判断された。測定全体を通じて左側優位の傾向を認め,傍脊柱筋に
 も優位な側が存在する可能性が示唆された。
 傍脊柱筋の緊張に対しては姿勢に関する影響が大きく,個人的な要因,特に皮下脂肪の問題も
 含め,これらの影響をいかに最小限にとどめるかが今後の課題であると思われた。
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 審査結果の要旨
 中高年者における腰痛の訴えは運動器疾患のなかでも極めて頻度が高く診療の機会が多い。一
 般に腰部に何らかの障害があると前屈動作で手を床面に付ける事が困難となり,筋肉の凝りと称
 して腰背筋の緊張度が高まるという主観的観察の事項が上げられてきた。しかし,筋緊張度を数
 量的に表現する事が極めて困難なために腰椎部の病態と関連した腰背筋の緊張について詳細に研
 究した資料が見当たらない。本研究は椎間板ヘルニア,脊柱管狭窄症,筋筋膜性腰痛などの診療
 の際に延べ881回に亘る腰背部の筋緊張について直径約2.5cmの円柱形の圧迫子を1cm押し込む
 ときに要する力で表現される筋緊張度を数量的に集積して解析にあたった。対象として正常群の
 平均18.9歳の20例の女性を同様に検索した。原則として腹臥位で随意的な筋力収縮を弛緩させた
 状態で計測し,また立位での筋収縮を伴う状態におけるものなどを計測した。その結果,腰痛の
 有無に関わらず左側の筋緊張度が統計学的に5%の有意差で高い事が認められた。腹臥では筋緊
 張が緩むために少ない値を示すが,立位においてはやや前傾姿勢で緊張が高まり,その反対にや
 や後方に身体を倒した姿勢で筋緊張が低下する共通的な事実が捉らえられ,老齢者で腰椎前湾が
 減少した場合にも基本的にその緊張度が高くなった。これは前傾を支えるために筋収縮が必要と
 されるためと理解された。これと逆に対照群の若年の女性では,腰椎前湾が強く腰背筋の収縮が
 少ない状態で立位を保ち筋緊張度も少ない事が分かった。
 腰背部に腹臥位で筋硬結を触れる事があるが,筋硬結の触知した側の緊張度が高く計測された。
 一方,前屈制限が生じている患者あるいは背臥位で下肢挙上が制限される下肢の筋異常緊張を示
 す症例では特別腰背筋緊張度が高いわけでない事実が捉えられた。この様な運動制限は,腰背部
 の筋肉に関係なく大腿屈側の膝関節屈曲筋が作動している病態が示唆される。一方下肢に何らか
 の神経症状の波及している腰痛患者においては腰背部の筋緊張が,他の疾患群よりも緊張してい
 る事が認められ,脊髄反射を介した筋緊張の存在を明らかにする事が出来た。また,治療の段階
 で椎間板ヘルニアの手術の前後などの37例で筋緊張度を比較すると明らかに症状の改善と共に筋
 緊張度が低減して正常化している事実も捉えられた。腰背部筋異常緊張の出現する機序は疼痛な
 どに関連した脊髄反射である事実を確認し得た一方,前屈制限に至る程の異常緊張をもたらすも
 のではなく,これは姿勢を保持するための生理的反応によるものと理解される事実を明らかにす
 ることが出来た。
 以上の如く本論文は腰痛に関連する腰背筋緊張の病態を明確にした労作的研究で十分学位論文
 に相当すると考えられる。
 一500一
